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裏面もご覧ください 

都甲 昭代 さん 作 

 

 

今
年
度
４
月
よ
り
、
小
倉
南

区
守
恒
中
学
校
か
ら
異
動
し
て

き
ま
し
た
、
校
長
の
芳
賀
博
志

（
は
が
ひ
ろ
し
）
と
申
し
ま

す
。
東
谷
中
学
校
（
１
年
38

名
、
２
年
35
名
、
３
年
32
名
、

合
計
１
０
５
名
）
に
赴
任
さ
せ

て
頂
き
、
責
任
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
精
一

杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

４
月
２
日
の
春
休
み
に
う
れ

し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

14
日
（
土
）
市
民
セ
ン
タ
ー
草
刈
り 

17
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

20
日
（
金
）
絵
手
紙
教
室 

24
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

25
日
（
水
）
市
民
講
座 

 
 
 
 
 

「
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」 

27
日
（
金
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
20
時
～ 

28
日
（
土
）
谷
っ
子
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 

「
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
作
り
」 

31
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

 
 
 
 
 

3
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

7
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

10
日
（
金
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
15
時
～ 

14
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

 
 

 

 

 

 

  

※  今後のコロナウイルス感染症の拡
大状況 により、掲載の行事予定等が  
 中止または変更 になる場合がありま
すので、市民   センターにお問合わせ
下さい。日々変わるコロナ対策です
ので、その旨ご理解頂きますようお
願いします。 

5
月 

 
 

 

そ
れ
は
、
部
活
動
に
来
て
い
た

生
徒
た
ち
か
ら
の
素
敵
な
挨
拶

で
し
た
。
職
員
玄
関
に
い
た
見

ず
知
ら
ず
の
私
に
対
し
て
、
大

き
な
声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
た
こ
と
で

す
。
元
気
を
も
ら
い
、
と
て
も

心
が
ほ
っ
こ
り
し
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
満
開
の
桜
と
共
に

活
気
に
満
ち
た
生
徒
に
迎
え
入

れ
ら
れ
た
気
分
は
最
高
で
し

た
。 

 

ま
た
、
毎
朝
正
門
前
で
挨
拶

運
動
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す

が
、
保
護
者
様
、
地
域
の
皆
様

が
、
車
の
中
か
ら
で
も
挨
拶
を

頂
け
る
こ
と
に
も
感
動
い
た
し

ま
し
た
。
さ
て
、
本
校
で
は
挨

拶
の
習
慣
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
挨
拶
は
人
間
関
係
の
基

本
で
あ
り
、
将
来
の
社
会
的
自

立
や
社
会
参
加
に
向
け
て
、
最

も
大
切
な
「
生
き
る
力
」
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
皆
様

と
挨
拶
を
交
わ
せ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

東
谷
中
学
校
で
の
貴
重
な
時

間
を
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
の

皆
様
と
可
能
な
限
り
共
有
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
を
中
心
に
置

き
、
太
い
パ
イ
プ
で
結
ば
れ
、

よ
り
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

に
参
画
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
東
谷
中

学
校
へ
の
、
ご
支
援
ご
協
力
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

平尾台観光協会 
前 会 長 
山下 郁史 

「

5月24日(火)※電話予約制 

10：30～11：30 

 

こ
の
度
、
令
和
四
年
度
の
総

会
を
以
て
平
尾
台
観
光
協
会
会

長
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
梛
野
保
博
新
会
長
に
後

を
託
す
こ
と
が
出
来
、
安
堵
感

と
と
も
に
感
慨
深
い
も
の
を
感

じ
て
い
ま
す
。
松
﨑
滉
前
会
長

か
ら
受
け
継
い
だ
平
成
二
十
八

年
度
か
ら
の
三
期
六
年
間
、
会

長
職
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
の
は
、
ご
支
援
い
た
だ
い

た
地

域
の
皆
様
や

企
業
の

方
々
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
た

だ
い
た
役
員
・
委
員
や
東
谷
自

治
連
合
会
、
東
谷
興
農
会
、
東

谷
地
区
協
議
会
、
消
防
団
、
婦

人
会
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
な
ど
の
地
域
団
体
、
北
九
州

市
、
小
倉
南
警
察
署
な
ど
の
行

政
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
蔭
で

あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 当

初
、
四
年
間
の
平
尾
台
観

光
ま
つ
り
の
入
場
者
は
、
65
回

七
千
三
百
人
、
66
回
八
千
人
、

67
回
五
千
人
、
68
回
五
千
八
百

人
と
盛
況
に
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
徒
歩
で

の
巨
大
ダ
ン
プ
見
学
会
、
牡
鹿

鍾
乳
洞
無
料
入
場
券
や
風
船
の

配
布
、
ド
ロ
ー
ン
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
小
学
生
に
よ
る
開
会
宣

言
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
花
火
や
音
楽

花
火
、
花
火
有
料
観
覧
席
の
導

入
な
ど
の
新
し
い
企
画
も
あ

り
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

69
回
、
70
回
と
も
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
た
め
に
観
光
ま
つ
り

は
、
登
山
者
安
全
祈
願
祭
の
み

の
開
催
で
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
玩
具
花
火
の
配
布
、
き
ね

ん
花
火
玉
事
業
だ
け
に
終
わ
り

ま
し
た
。
非
常
に
残
念
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

今
後
は
、
当
協
会
の
相
談
役

と
し
て
、
梛
野
新
会
長
の
も
と

魅
力
あ
る
平
尾
台
観
光
ま
つ
り

の
開
催
を
は
じ
め
観
光
協
会
の

発
展
や
観
光
・
地
域
振
興
に
と

東谷中学校 
校 長 

芳賀 博志 

6
月 絵

手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

5
月
20
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

 令和４年度も東谷地区まちづくり協議会広報部会の 活動を支
援して下さる「東谷まちづくりメール会員」を募集します。 
◆個人会員 （年会費 1,000円） 
◆賛助会員 （年会費 3,000円） 
※会費はまちづくりだよりやホームページ作成などの活動費の
一部とします。 
◆特典…まちづくり新聞のメール配信やまち協のイベント等の
情報をメールでお知らせします。その他特典あり！！ 
◆お問い合わせ  東谷市民センター ☎451-0217 

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
総
会
で
令

和
四
年
度
事
業
と
し
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
「
平
尾
台
観
光
協
会

70
年
の
あ
ゆ
み
」
の
発
行
に
協

力
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
六
年
間
、
副
会
長
と
し
て
私

を
支
え
て
頂
き
ま
し
た
島
田
俊

春
さ
ん
、
橘
木
秀
徳
さ
ん
、
中

村
重
喜
さ
ん
、
本
明
喜
文
さ

ん
、
桂
口
春
男
さ
ん
、
並
び
に

事
務
長
の
蜷
川
昭
代
さ
ん
に
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。  

場所：東谷市民センター 第1集会室 

講師 アレンジメントフラワー研究家 

         加来 恵 氏 

5
月
の
絵
手
紙 
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表面もご覧ください 
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 永年、愛用してきた「ガラケイ」でしたが、まもなく

いろいろなサービスを停止するとの脅しでやむなく「ス

マートホン」に換えて一年近く、少しスマホにも慣れい

ろいろいじっていると表題のアプリを発見しました。 

 ところで、一般に散歩やジョギング等の「健康行動」

は途中でやめてしまう人が大多数で最初の一ヶ月でおよ

そ半数の人が行動をやめてしまうと言われています。そ

のため記録を残したり、カレンダーに丸をつける等の

チョットしたことでも継続の動機づけになるとのことで

す。 

 

 この「東海道五十三次」のアプリは実に動機づけがうまく出来てお

り、日本橋を出発し東海道の宿場を次々と通過し、五十三番目の京都三

条に到着するとのプログラムですが 

 ①リアルタイムでその日の歩数と距離及び今までの累計歩数と距離が   

                   表示される。 

 ②宿場に到着する毎に「祝、○○宿到着」のメッセージ及び  「当該宿  

                  場を題材とした歌川広重の浮世絵、その解説並びに その宿場に関す     

                  る薀蓄」が表示されます。 

 ③加えて各宿場の通過状況が地図で表示される。 

等々の仕掛けがあり、すっかりハマり私にしては珍しく半年以上散歩を

続けております。現在、２回目の日本橋～京都（約70万歩、500㎞）

を目指しており、５月中の到着を目標に頑張っております。 

 もう一つ、東京の孫娘（小６）に時折途中経過をLINEで報告すると、

義理とは言え「おじいちゃん スゴイ 頑張れ」とエールが送られてく

るのでやめられません。 

 きっとそれなりのお歳の多くの方が何らかの「健康行動」を続けられ

ていると思いますが、「ぴん、ぴんコロリ」を目指して・・・思惑どお

りいくか否か定かではありませんが・・・ 

 皆さん無理をせずに頑張りましょう。 

健康づくり部会 
相談役 

三木 昌義 

 

こ
の
度
、
令
和
４
年
３
月
末

で
東
谷
婦
人
会
会
長
を
退
任
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

在
任
中
は
、
会
員
の
皆
様
、

執
行
部
の
皆
様
そ
し
て
市
民
セ

ン
タ
ー
馬
場
館
長
様
や
職
員
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
又
、
夜
職
の

方
に
は
、
花
の
水
や
り
を
手

伝
っ
て
い
た
だ
き
助
か
り
ま
し

た
。
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
お

か
げ
で
皆
様
と
関
わ
っ
た
時
間

を
温
か
い
思
い
で
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
人
の
交
流
が
制
限
さ

れ
通
常
の
生
活
が
で
き
な
く

な
っ
て
、
は
や
２
年
以
上
が
経

ち
ま
し
た
。
誰
も
が
「
も
う
少

し
経
て
ば
き
っ
と
通
常
が
戻

る
」
と
希
望
を
つ
な
い
で
き
ま

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
を
経
て
よ

う
や
く
コ
ロ
ナ
も
収
束
す
る
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
感
染
に
よ
る
第
６

波
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
は
未
だ
収

束
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
社
会

と
い
う
事
情
の
中
、
東
谷
の
行

事
も
中
止
や
延
期
が
続
き
、
会

員
み
ん
な
で
取
り
組
む
活
動
は

何
一
つ
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
で
き
な
い
こ
と
を
嘆

く
よ
り
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て

い
こ
う
、
と
気
持
ち
を
切
り
替

え
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に
花
を
植

え
、
石
原
町
駅
の
草
取
り
に
励

み
ま
し
た
。
又
、
時
間
の
あ
る

内
に
と
思
い
、
備
品
の
整
理
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。
令
和
３

年
秋
に
は
、
東
谷
興
農
会
の
建

物
が
新
築
さ
れ
会
館
及
び
体
育

館
の
落
成
式
で
お
手
伝
い
を
い

た
し
ま
し
た
。 

就
任
当
初
考
え
て
い
た
活
動

か
ら
見
る
と
さ
さ
や
か
な
活
動

の
報
告
に
な
り
ま
し
た
が
、
東

谷
婦
人
会
の
活
動
が
地
域
に
少

し
の
貢
献
と
会
員
の
繋
が
り
が

深
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
コ
ロ

ナ
禍
が
収
束
し
通
常
の
活
動
が

行
え
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。
２
年
間
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

 

今
後
、
私
は
会
の
相
談
役
と

し
て
婦
人
会
に
は
関
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り

住
ん
で
い
る
紫
水
町
内
会
の
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
町
内
会
長
と
し
て
地
域
の

皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

本
年
度
よ
り
井
手
浦
町
内
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

ま
す
篠
原
で
す
。 

 

私
は
井
手
浦
町
内
で
生
ま
れ

育
ち
、
勤
め
て
い
た
仕
事
は
定

年
と
な
り
い
つ
の
ま
に
か
古
希

を
過
ぎ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
現
役
時
は
仕
事
を
通

じ
て
、
東
谷
地
区
内
の
皆
さ
ん

に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。 

 

先
般
発
刊
さ
れ
た
記
念
誌

「
東
谷
ま
ち
づ
く
り
20
年
の
あ

ゆ
み
」
は
東
谷
地
区
の
20
年
だ

け
で
は
な
く
、
歴
史
も
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
自
分
の
年
輪
と
重

ね
合
わ
せ
て
感
慨
深
く
、
拝
読

し
ま
し
た
。
東
谷
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
は
地
区
の
自
然
を

守
り
、
地
区
の
皆
さ
ん
が
健
康

で
安
心
な
豊
あ
る
生
活
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
活

動
を
取
組
ん
で
い
る
の
に
は
驚

き
ま
し
た
。  

 

私
の
町
内
は
高
齢
者
世
帯
が

多
く
、
高
齢
者
一
人
だ
け
の
世

帯
も
増
加
し
て
い
る
た
め
、
町

内
行
事
の
維
持
や
組
織
役
員
を

選
出
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
令
和
元
年
に
発
足
し
た

井
手
浦
町
内
防
災
会
は
避
難
・

誘
導
を
高
齢
者
が
行
う
体
制
も

組
み
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

井
手
浦
町
内
の
夜
間
は
市
の

防
犯
灯
や
浄
水
場
か
ら
の
灯
り

に
よ
り
、
町
内
全
体
が
山
あ
い

に
明
る
く
浮
か
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。
私
は
明
る
い
だ

け
で
な
く
、
安
全
・
安
心
な
町

内
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
当

町
内
会
員
や
他
の
町
内
会
長
と

も
相
談
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

ま
た
東
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
諸
先
輩
方
か
ら
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
み
内
容
を
学

び
、
自
分
を
高
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

紫水町内会 
会 長 

田中 弘子 

4/8 ふれあい昼食会 4/25 パトロール 

 

昨
年
10
月
に
、
生
活
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
と
し
て
、
声
を
か

け
ら
れ
今
年
１
月
28
日
付
で
東

谷
地
区
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
員
と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。 

 

私
は
、
約
30
年
前
の
事
で
す

が
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
時

に
青
少
年
育
成
会
と
い
う
組
織

の
中
で
、
今
と
少
し
コ
ー
ス
が

ち
が
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時

の
巡
回
で
、
大
清
水
神
社
か
ら

呼
野
駅
さ
ら
に
頂
吉
の
湧
き
水

の
出
る
頂
上
付
近
に
あ
る
神
社

を
見
廻
り
、
ま
す
渕
ダ
ム
を

下
っ
て
春
吉
ま
で
行
き
、
西
大

野
神
社
を
通
り
、
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
、
山
ヶ
迫
に
出
て
市
丸
小

に
戻
る
順
路
で
役
員
と
先
生
方

と
巡
視
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

時
に
「
偶
然
」
も
「
偶
然
」
市

丸
小
学
校
に
赴
任
さ
れ
て
来
ら

れ
た
校
長
先
生
が
、
な
ん
と
私

が
小
学
校
５
年
生
の
時
の
担
任

の
先
生
で
は
な
い
で
す
か
！
そ

れ
は
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
ネ
。 

 

先
生
は
当
時
学
校
の
用
務
室

で
宿
泊
さ
れ
て
い
て
、
遅
く
ま

で
生
徒
と
一
緒
に
な
っ
て
遊

び
、
私
の
こ
と
も
話
を
す
る
う

ち
に
思
い
出
し
て
頂
き
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
会
席
で
も
話
が
弾
み
ま
し

た
。
今
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
楽

し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
一

員
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。 

 

今
の
巡
回
コ
ー
ス
は
、
市
丸

校
区
で
は
大
清
水
神
社
と
呼
野

駅
を
廻
り
頂
吉
入
口
の
手
前
を

Ｕ
タ
ー
ン
し
、
木
下
地
区
の
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
店
に
立
ち
寄

り
、
異
常
の
有
無
の
確
認
を
と

り
市
民
セ
ン
タ
ー
に
帰
っ
て
来

ま
す
。
他
に
新
道
寺
校
区
（
石

原
町
駅
）
、
平
尾
地
区
と
三
班

に
別
れ
て
巡
視
し
ま
す
。 

 

昼
の
部
で
は
、
小
学
校
の
下

校
時
に
合
わ
せ
信
号
機
周
辺
で

横
断
時
の
児
童
へ
の
安
全
確
認

に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
前

隊
員
の
桂
口
さ
ん
が
30
年
の
長

い
間
隊
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
大

変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
私
も

東
谷
地
区
の
安
心
安
全
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
少
し
で
も

「
力
」
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。  

東谷地区安全 
パトロール隊員 
高住 一夫 

井手浦町内会 
会 長 

篠原 春夫 

4/11 北九州子どもの村小学校の 
     先生と児童のみなさんが来館 

4/15 狂犬病予防注射 


